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『らぱっと』は、インドネシア語で『出逢い』を意味してい
ます。この情報誌を通じて活動と出逢い、興味を持ったら
参加・実践し、そこに楽しみを見出す学生を増やす事を目
標としています。徳島の大学生に「おもろい！」っていう気
持ちが生まれるような内容盛りだくさんの情報誌を目指し
ますので、皆さん気軽に手に取り、ご愛読ください。

問い合わせ先
らぱっと編集局
〒770 - 8502 徳島市南常三島町 1 - 1
徳島大学共通教育６号館２階
連絡先 Tel：088-656-9865
E-mail：rapat.edit@gmail.com

らぱっと編集部って何？

徳島大学生にワクワクするような学び・活動・人との出会いを届ける情報誌

https://www.facebook.com/papatto.rapatto

防災の日

①③
②④

「
防
災
の
日
」

っ
て
知
っ
て
る
？

え
っ
と…

…

マ
メ
チ
シ
キ
！

避
難
訓
練

　
　す
る
日…

だ
よ
ね
？

そ
う
！

九
月
一
日
は
防
災
の
日
と
言
っ
て
、

一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
起
こ
っ
た

関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で

い
る
ん
だ
よ
!!

こ
の
日
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で

全
国
各
地
で
防
災
訓
練
が

そ
れ
は
言
わ
な
い
約
束
で

　
　
　
　
　お
願
い
し
ま
す

…
…
…
…
…

!!

大
学
生
は
た
だ
の

休
み
の
日
だ
ね

行
わ
れ
る
日
と

な
っ
て

る
ん
だ
よ
!!

九
月
一
日…

東
日
本
大
震
災
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
学
ぶ
防
災

特集

Facebookページ
らぱっと公式

らぱっとの Facebook ページ「ぱぱっとら
ぱっと」では、大学生の課外活動に関連す
るイベントを「ぱぱっと」配信していきます♪
「ぱぱっとらぱっと」は各団体の方にも更新し
ていただきたいです。投稿してほしい内容等
ありましたら連絡ください！

いいね！みなさま、
お願いします (^o^)

検索お願いします！

＜発　　行＞らぱっと編集部　＜発行年月＞2015年 1月
＜編　　集＞編集長：コーイチ、副編集長：こうめい
表紙：コーイチ　特集：きかっけバス一同
徳大生紹介：ペケ　ボランティア体験：とんちゃん
徳大生の声：りんさや　らぱっとーーく!!：コーイチ
キャンパスライフ漫画：りこぴん
ぱぱっとらぱっと：さとじゅん
サポーター：ひろし



みなさん、南海トラフにおけるマグニチュード8以上の巨大地震が今後30年以内に起きる確率が60～70%程度であることを知っ
ていますか？非常持ち出し袋を用意する、避難経路を確認する等、地震に備え何か取り組んでいることはありますか？
今回はらぱっと × きっかけバスで防災についてお送りします。きっかけバスは東日本大震災の際、実際に被災地に行き、支援活
動を行った団体です。徳島に戻ってからも東北の商品の販売、勉強会の開催等、精力的に活動を続けています。
そんなきっかけバスのメンバーに活動紹介や防災について学び、地震や災害に備えましょう！

編集：らぱっと編集部×きっかけバス

災害に備えよう

東日本大震災から丸 3 年が経とうとする今、東北の人たちは「風化」と「風評」に苦
しんでいます。その流れをなんとか止めたい。もう一度、日本中に復興の「旋風」を

巻き起こしたい。そう考えた大学生たちが、47 都道府県から 1 台ずつ、合計 47 台のボランティアバスで 2000 名が東
北へ行きました。学生の春休みの時間を利用して全国約 2000 人の学生が東北へ向かいました。岩手、宮城、福島の沿岸
部を 2 泊 4 日で周ります。被災三県をそれぞれ周ることで、今回の被災の広域性とそれぞれの地域の被災状況、今の課
題をきちんと見てまわりました。ボランティアを通じて 復興に寄与し、現地の方の防災のお話を通じて、日頃の防災の
重要性を学ぶことが狙いできっかけバス 47は、学生と社会人の両方の参加で成り立ちます。   
お金はないけれど、時間に余裕がある学生はボランティアで復興に関わる。   
時間はないけれど、お金に余裕のある社会人は寄付で学生を支援する。   
それぞれの世代が自分が得意なところで復興に関わる、世代を超えた協力型プロジェクトです。

きっかけ
バスとは

きっかけバス徳島
～築こう、新たな防災を今ここに～

2月20日（木） 2 月 19日（水）

岩手県・陸前高田にてボランティ
ア活動を実施

遺留品を探す作業をしました。土
砂をすくって網のボウルに入れ、
手洗いし、選別するという作業で
す。東北の凍える寒さの中、みん
なで黙々と作業に取り組みました。

前日から気仙沼へ移動し宿泊
ホテルで釘子明さんのお話を聞く。

地域コーディネーターの押田さん
のお話

福島へ移動
南三陸さんさん商店街にて及川さ
んのお話を聞く。

南町紫市場で市場の方と触れ合う

夜は徳島メンバーで熱くダイアログ

2 月 21日（金）

若松醤油店の若松さんのお話

防災プラザ訪問

徳島へ

2 月 22日（土）

出発式（徳島阿波踊り空港）

羽田空港

バスで東北へ（車中泊）

バスの中ではきっかけバスに参加
しようと思ったきっかけを話しま
した。

私たちが現地で耳にした言葉の数々。
震災を実際には経験していない私たち
には知らないことばかりでした。伝え
なければならない言葉・想いがそこに
はあり、それらは知るべきことばかり
でした。あなたの身近にいる大切なひ
とたちに伝えてください。

伝えなければ
ならない

言葉・
想い

震災当時情報が全く入らず、鳴り響く音の正体は水素爆発であったことを後から知ったという。「無知
ほど怖いものはない。」若松さんは声を大にして私達に言った。
原発事故の後、誰もが聞き慣れない言葉に怯えていたが、その怯えの正体についてはほとんどの人が
何も知らなかったのだ。その後段々周囲から人が減り、駆け付けていた自衛隊もついには姿を消した。
「命あるだけ幸せじゃないですか。」若松さんのその言葉は、とても前向きであると同時に私たちの心
に強く響いた。「ずっと泣いているなんて悲しい、心の持ちようでいくらでも変われる。」とも語って
くれた。
「みんなが来てくれたこと絶対忘れないよ、ありがとう。」若松さんからのそんな素直な感謝の気持ち
にすごく胸が熱くなった。
別れ際、久々に家族と再会するのだと語る、若松さんの嬉しそうな顔が今でも忘れられない。

福島県南相馬市　若松味　醤油店　若松 真也さん

南三陸さんさん商店街の元代表である、及川さんのお話
はとても衝撃を受けました。「被災者である前に自分は商
人である。商人たるもの、人に頼りきっているわけには
いけない！」という言葉が印象的で、若人である私達が
圧倒されてしまうような気合溢れる人で、南三陸さんさ
ん商店街が、日本のがんばる商店街 100 選に選ばれるの
も納得でした。私達も、いざ被災者という立場に立った
とき、どうすれば町おこしが可能かなど、考えることが
できました。及川さんは「復興は私をはじめとした地元
の商人の方々との結束と意気込み、そして知恵の集結によって必ず成し遂げると自負
している。そのプロセスを力強く歩んでいきたい！その姿が皆様に対する最大のご恩
返しであり、多くの犠牲者に対する真の鎮魂である。」とおっしゃっていました。

南三陸さんさん商店街運営組合長　及川 善祐さん

「よそ者だから出来ることがある。」押田一秀さんはバスの中で私達にそう語った。押田さんは地域コー
ディネーターとして、現在もなお福島の復興を支え産業の活性化に繋げる活動をしている。押田さん
本人も東北出身というわけではなく、いわゆる “よそ者” であった。しかし、よそ者であるからこそ
中立的で広い視野で見つめることができる、よそ者だからこそ復興への架け橋となれる、そう教えて
くれた。
福島の人々は震災後、放射能による風評被害に苦しめられていた。もともと福島は果物が豊富で果物
王国と呼ばれるほどであった。しかし、風評被害により売れないと判断した福島の人々は、努力した
ら売れるものまで諦めてしまっていた。そんな人々の背中を押し、福島の魅力に再度気付かせたのは
よそ者の力であった。

地域コーディネーター /報徳庵　押田 一秀さん

「数分のうちに街が消えた。」「避難場所に指定されていた
所にまで津波が来た。」私達は岩手県陸前高田市にて震災
の語り部として活動を続ける釘子明さんのお話を伺った。
釘子さんは自身の避難所生活から、食料の分配や安全・
秩序の確保についての課題を語り、私達に各人の指定避
難場所の備蓄を確認しておく重要性について訴えた。「あ
なた達は自らの避難場所を知っていますか？実際に行っ
たことはありますか？備蓄について知っていますか？ 手
が挙がらないのはあなた達が心のどこかで震災は他人事

だと思っている証拠です。」私は胸をしめつけられる思いがし、自分がいかに震災に
ついて無関心であったかを思いしらされた。「あなた達が私達と同じ目に会わないこ
とが、震災により被災したすべての方の供養になるのです。」被災した方達の思いを
無駄にしない為にも、私達は防災に対する意識を向上させなければならない。

一般社団法人「陸前高田被災地語り部」　くぎこ屋

12　らぱっと
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今スグ !! 防災
きっかけバスメンバーが厳選して選んだ非常用グッズ。これなら誰でも手に入ります。
起こってからでは遅い！らぱっと片手にいざ調達！！

さあ

避難所生活を送る中で長期に渡
り歯磨きをしないと肺炎になる
恐れがあります。

家が崩壊した際などに自分の声
よりも確実に助けを呼ぶことが
できます。

薪などに着火することで寒さを
しのぐことができます。

破片などで歩けなくなるのを防
止する為に、枕元に常に置いて
下さい。

避難所生活で子供や赤ちゃんの
声を気にせずに睡眠できます。

身体が冷えないように、また敷
きものにしたり毛布代わりにな
ります。

雨対策だけでなく、防寒対策に
もなります。

正しい情報を得る為に必須であり、こ
の商品のように手動やソーラーであれ
ば電池がなくなる心配がありません。

避難所生活で体を拭いたりお皿
を拭いたりする際に便利です。

長期保存が可能で浸水の心配も
なく、腹持ちも良いです。

糖分は脳に満腹感を与え、また長
期保存が可能な飴やチョコレート
は非常食として優れています。

避難所におけるトイレの需要超
過や健康衛生的にも簡易トイレ
は必要です。

救出、救助、搬送などの作業を
する際に便利です

災害時に懐中電灯やラジオの電
池に役立つために必須です。

避難所生活を送る中でインフル
エンザなど感染症を予防してく
れます。

定番アイテムですが、この商品
のように手動であれば電池がな
くなる心配がありません。

〈
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〈
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パ
・
サ
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ル
〉
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イ
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〉
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テ
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シ
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〈
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常
用
保
温
ア
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ミ
シ
ー
ト
〉

〈
レ
イ
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コ
ー
ト
〉

知りたい！
見たい！

行きたい！

私たちが訪れた地以外にも東北には魅力がたっくさんあります !!
ボランティアで行けなくても是非観光で一度行ってみてはいかがでしょうか ?

やっぱり海鮮♡（宮城）日本三景：松島（宮城）

こんなとこ!!東北って

復興屋台村気仙沼横丁（宮城）五色沼（福島）

大内宿（福島）

奇跡の一本松（岩手）

うごく七夕まつり（岩手）

閖上というところです。観光名所とか

というよりは土地そのものに魅力を感じて

います。津波で大きな被害にあった閖上を

訪れたとき、感じたのがなんだか徳島と似て

いるということ。地形や町全体の雰囲気で

しょうか。実際見て自省した場所だからこ

そ身近に感じてもらいたい。あの土地の

強さと想いをいつかこの徳島でも震災

が起こるその前に感じてもらいた

い。

宮城県は…私のオススメ

（文：奥村貴子）

大槌町を紹介します。実は大槌町と徳

島ちょっとした共通点があるんです。なん

と…！大槌町にもひょうたん島があるんで

す。しかも、ビートたけしさん、鶴瓶さん、

木村拓哉さんが出演している CM にも使われ

たことがあるんですよ！他にも大槌町には、

福幸きらり商店街やおらが大槌復興食堂

など魅力的なスポットがたくさんで

す。是非一度訪れてみてはいかが

でしょうか？

岩手県は…私のオススメ

（文：斎藤智恵）

なんといっても果物が美味しい！そこで

是非お勧めしたいのが、フルーツライン。フ

ルーツラインとは、福島市の西側にある約

15km にわたる福島県道５号線のこと。この区間

には種類別の果物畑が広がり、買い物や果物狩

りが一度にできちゃうんです！季節により果

物の種類は異なるが、特におすすめなのが７

月中旬～下旬にシーズンの桃♡福島の桃

はとっても甘くて大人気♩是非福島の

美味しい果物をお腹いっぱい食

べてみてください。

福島県は…私のオススメ

（文：神田結奈）
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今スグ !! 防災
きっかけバスメンバーが厳選して選んだ非常用グッズ。これなら誰でも手に入ります。
起こってからでは遅い！らぱっと片手にいざ調達！！

さあ
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できます。
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破片などで歩けなくなるのを防
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する際に便利です
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池に役立つために必須です。

避難所生活を送る中でインフル
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くなる心配がありません。
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私たちが訪れた地以外にも東北には魅力がたっくさんあります !!
ボランティアで行けなくても是非観光で一度行ってみてはいかがでしょうか ?

やっぱり海鮮♡（宮城）日本三景：松島（宮城）

こんなとこ!!東北って

復興屋台村気仙沼横丁（宮城）五色沼（福島）

大内宿（福島）

奇跡の一本松（岩手）

うごく七夕まつり（岩手）

閖上というところです。観光名所とか

というよりは土地そのものに魅力を感じて

います。津波で大きな被害にあった閖上を

訪れたとき、感じたのがなんだか徳島と似て

いるということ。地形や町全体の雰囲気で

しょうか。実際見て自省した場所だからこ

そ身近に感じてもらいたい。あの土地の

強さと想いをいつかこの徳島でも震災

が起こるその前に感じてもらいた

い。

宮城県は…私のオススメ

（文：奥村貴子）

大槌町を紹介します。実は大槌町と徳

島ちょっとした共通点があるんです。なん

と…！大槌町にもひょうたん島があるんで

す。しかも、ビートたけしさん、鶴瓶さん、

木村拓哉さんが出演している CM にも使われ

たことがあるんですよ！他にも大槌町には、

福幸きらり商店街やおらが大槌復興食堂

など魅力的なスポットがたくさんで

す。是非一度訪れてみてはいかが

でしょうか？

岩手県は…私のオススメ

（文：斎藤智恵）

なんといっても果物が美味しい！そこで

是非お勧めしたいのが、フルーツライン。フ

ルーツラインとは、福島市の西側にある約

15km にわたる福島県道５号線のこと。この区間

には種類別の果物畑が広がり、買い物や果物狩

りが一度にできちゃうんです！季節により果

物の種類は異なるが、特におすすめなのが７

月中旬～下旬にシーズンの桃♡福島の桃

はとっても甘くて大人気♩是非福島の

美味しい果物をお腹いっぱい食

べてみてください。

福島県は…私のオススメ

（文：神田結奈）
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今
回
は
国
際
協
力
に
積
極
的
に
挑
戦
す

る
小
淵
香
織
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
国
境
な
き
医
師
団
に
憧
れ
て
医
学
部
に

入
っ
た
小
淵
さ
ん
。
大
学
１
年
生
の
時
は
、

医
者
に
な
る
と
い
う
強
い
意
気
込
み
を

持
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
だ
専
門

的
な
こ
と
が
学
べ
な
い
こ
と
や
、
以
前
か

ら
行
き
た
か
っ
た
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
親
に
反
対

さ
れ
た
こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
ネ
ッ
ト
で
日
本
国
際
保

健
医
療
学
会
学
生
部
会
の
勉
強
会
の
事
を

見
つ
け
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

講
義
を
受
け
た
り
、
自
分
と
は
違
っ
た
専

門
を
持
ち
な
が
ら
色
々
な
経
験
を
し
た
学

生
と
意
見
を
交
わ
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
実
際
に

海
外
に
行
っ
た
人
の
意
見
と
、
海
外
に

行
っ
た
こ
と
の
な
い
想
像
だ
け
の
自
分
の

意
見
と
の
差
に
気
づ
き
、
さ
ら
に
海
外
へ

行
き
た
い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

　
２
年
生
の
春
に
は
念
願
だ
っ
た
、
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に

行
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
期
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し

た
。
同
じ
国
の
人
た
ち
が
困
っ
て
い
る
今

海
外
に
行
く
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
ツ

ア
ー
に
行
く
こ
と
を
断
念
し
、
３
年
生
の

春
に
東
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
瓦
礫
の
撤
去
作
業
な
ど
を

行
う
な
か
で
無
力
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
事
実
を
見
て
吸

収
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
夏
に
は
い
よ
い
よ
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
と
し
て
イ
ン
ド
の

死
を
待
つ
人
の
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
運
ば
れ
て
き
た
人
が
次
の
日
の
朝
に
は

亡
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
目
の
当
た

り
に
し
、
命
の
事
、
そ
し
て
医
学
の
こ
と

に
つ
い
て
深
く
考
え
ま
し
た
。
今
ま
で
想

像
し
か
で
き
な
か
っ
た
海
外
の
現
状
を
見

て
、
自
分
の
中
に
自
分
な
り
の
考
え
が
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
４
年
生

の
時
に
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

TIC
O

と
の
繋
が
り
で
、
ザ
ン
ビ
ア
共
和

国
の
と
あ
る
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
の

人
た
ち
は
、
日
本
と
は
違
っ
た
非
近
代
的

な
生
活
を
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

皆
が
幸
せ
そ
う
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
は
物
が
溢
れ
て
い
て
豊
か
に
見
え

る
け
れ
ど
、
日
本
人
は
あ
ま
り
幸
せ
そ
う

じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
デ
ー
タ
と
し
て
病
気
が
蔓
延
し

て
い
る
と
い
う
事
実
を
学
ん
だ
小
淵
さ
ん

は
途
上
国
の
生
活
を
尊
重
し
な
が
ら
、
医

療
面
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
５
年
の
時
に

は
ネ
パ
ー
ル
の
学
校
保
健
教
育
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
る
な
ど
、

自
分
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。

　
４
年
生
の
時
に
は
日
本
国
際
保
健
医
療

学
会
学
生
部
会
の
代
表
を
、
５
年
生
の
時

に
はTIC

O
 YO
U
TH

の
副
代
表
を
勤
め

上
げ
た
小
淵
さ
ん
。
６
年
生
に
な
っ
た
現

在
も
地
域
医
療
や
文
化
人
類

学
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
好
奇

心
旺
盛
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

このコーナーは…

私ペケが出会った

輝く先輩たちを紹介するコーナー

ペケの
推しメン

Person#04 小淵 香織

伝 言 板

長らくのご愛読誠にありがとうご
ざいました。
今回をもちまして、ペケの推しメ
ンのコーナーは終了です。
次回からは、ゆうじろうの推しメ
ンのコーナーが始まります。
またいつか皆さんとお会いできる
事を心待ちにしております。

東京都出身
医学部医学科
国際保健医療学会学生部会元代表
TICO YOUTH元副代表

プロフィール

小淵 香織
お ぶち か おり

後輩に一言

色んな物を見て、色んな事
を経験して、感じたものは
本当の気持ちだからそれを
大事にしていってほしい！

あなたはどこに逃げる？

（調べてみよう）私の避難所は、

最後まで読んでいただきありがとうございました。どうでしょ
う？自らの防災を見直す「きっかけ」となりましたか？私たち
が今目指すべきことは、いざ震災が身に降り掛かってきたとき
に、「想定内」だったと言えるようにすることです。これを機
に防災について少しでも興味を持ってくだされば幸いです。

阿波しらさぎ大橋

中央病院

30

4

5

6
9

10

14

1516
7

8

12

13

17
2

1

3 11

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

300個
1000個
1152本
550枚

川内南小

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/400 個
200/900 個
240/1008 本
25/730 枚

昭　和
（コミセン /小学校）

8

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

1200個
2400個
3312本
1350枚

城　西1
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50/1500/1200 個
200/2700/2400 個
216/3600/2688 本
30/730/1200 枚

住吉城東・城東小・城東中
（コミセン /小学校 /中学校）

3

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/400 個
150/600 個
168/672 本
55/430 枚

内　町
（コミセン /小学校）

12
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50/400 個
100/900 個
144/5520 本
25/2230 枚

新　町
（コミセン /小学校）

13

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/50/500/1200 個
200/500/900/2400 個
240/480/1104/2928 本
10/210/730/600 枚

東富田・西富田・富田小・富田中
（コミセン東 /コミセン西 /小学校 /中学校）

17

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/400 個
150/900 個
192/960 本
30/490 枚

沖　洲
（コミセン /小学校）

2

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/1600 個
50/2400 個
120/3600 本
20/730 枚

佐　古
（コミセン /小学校）

7

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

800個
1500個
1200本
730枚

福島小16
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50個
200個
120本
25枚

渭　東
（コミセン）

15
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50個
200個
240本
65枚

渭　北
（コミセン）

14

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

1600個
3000個
2400本
900枚

徳島市立高校1110
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

800個
1400個
960本
430枚

助任小9

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

2000個
3600個
5280本
1330枚

千松小6
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

1200個
2100個
2448本
900枚

徳島中5
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

1600個
3300個
3936本
1930枚

津田小4

避難所を知ることは当たり前ですが、そこにある備蓄品（食料、機材など）を知ることも重要
だと東北で教わりました。あなたはあなたの避難所そしてそこにある備蓄品を知っていますか？
避難した後のことを考えるのも今後被災したときに生き残る知恵となります。

徳島大学附属病院

徳島県庁

徳島大学

あわとみだ駅

とくしま駅
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際
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挑
戦
す
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小
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香
織
さ
ん
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紹
介
し
ま
す
。
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に
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な
時
、
ネ
ッ
ト
で
日
本
国
際
保

健
医
療
学
会
学
生
部
会
の
勉
強
会
の
事
を

見
つ
け
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

講
義
を
受
け
た
り
、
自
分
と
は
違
っ
た
専

門
を
持
ち
な
が
ら
色
々
な
経
験
を
し
た
学

生
と
意
見
を
交
わ
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
実
際
に

海
外
に
行
っ
た
人
の
意
見
と
、
海
外
に

行
っ
た
こ
と
の
な
い
想
像
だ
け
の
自
分
の

意
見
と
の
差
に
気
づ
き
、
さ
ら
に
海
外
へ

行
き
た
い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

　
２
年
生
の
春
に
は
念
願
だ
っ
た
、
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に

行
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
期
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し

た
。
同
じ
国
の
人
た
ち
が
困
っ
て
い
る
今

海
外
に
行
く
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
ツ

ア
ー
に
行
く
こ
と
を
断
念
し
、
３
年
生
の

春
に
東
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
瓦
礫
の
撤
去
作
業
な
ど
を

行
う
な
か
で
無
力
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
事
実
を
見
て
吸

収
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
夏
に
は
い
よ
い
よ
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
と
し
て
イ
ン
ド
の

死
を
待
つ
人
の
家
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
運
ば
れ
て
き
た
人
が
次
の
日
の
朝
に
は

亡
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
目
の
当
た

り
に
し
、
命
の
事
、
そ
し
て
医
学
の
こ
と

に
つ
い
て
深
く
考
え
ま
し
た
。
今
ま
で
想

像
し
か
で
き
な
か
っ
た
海
外
の
現
状
を
見

て
、
自
分
の
中
に
自
分
な
り
の
考
え
が
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
４
年
生

の
時
に
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

TIC
O

と
の
繋
が
り
で
、
ザ
ン
ビ
ア
共
和

国
の
と
あ
る
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
の

人
た
ち
は
、
日
本
と
は
違
っ
た
非
近
代
的

な
生
活
を
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

皆
が
幸
せ
そ
う
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
は
物
が
溢
れ
て
い
て
豊
か
に
見
え

る
け
れ
ど
、
日
本
人
は
あ
ま
り
幸
せ
そ
う

じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
デ
ー
タ
と
し
て
病
気
が
蔓
延
し

て
い
る
と
い
う
事
実
を
学
ん
だ
小
淵
さ
ん

は
途
上
国
の
生
活
を
尊
重
し
な
が
ら
、
医

療
面
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
５
年
の
時
に

は
ネ
パ
ー
ル
の
学
校
保
健
教
育
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
る
な
ど
、

自
分
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。

　
４
年
生
の
時
に
は
日
本
国
際
保
健
医
療

学
会
学
生
部
会
の
代
表
を
、
５
年
生
の
時

に
はTIC

O
 YO
U
TH

の
副
代
表
を
勤
め

上
げ
た
小
淵
さ
ん
。
６
年
生
に
な
っ
た
現

在
も
地
域
医
療
や
文
化
人
類

学
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
好
奇

心
旺
盛
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

このコーナーは…

私ペケが出会った

輝く先輩たちを紹介するコーナー

ペケの
推しメン

Person#04 小淵 香織

伝 言 板

長らくのご愛読誠にありがとうご
ざいました。
今回をもちまして、ペケの推しメ
ンのコーナーは終了です。
次回からは、ゆうじろうの推しメ
ンのコーナーが始まります。
またいつか皆さんとお会いできる
事を心待ちにしております。

東京都出身
医学部医学科
国際保健医療学会学生部会元代表
TICO YOUTH元副代表

プロフィール

小淵 香織
お ぶち か おり

後輩に一言

色んな物を見て、色んな事
を経験して、感じたものは
本当の気持ちだからそれを
大事にしていってほしい！

あなたはどこに逃げる？

（調べてみよう）私の避難所は、

最後まで読んでいただきありがとうございました。どうでしょ
う？自らの防災を見直す「きっかけ」となりましたか？私たち
が今目指すべきことは、いざ震災が身に降り掛かってきたとき
に、「想定内」だったと言えるようにすることです。これを機
に防災について少しでも興味を持ってくだされば幸いです。

阿波しらさぎ大橋

中央病院
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17
2

1

3 11

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

300個
1000個
1152本
550枚

川内南小

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/400 個
200/900 個
240/1008 本
25/730 枚

昭　和
（コミセン /小学校）

8

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

1200個
2400個
3312本
1350枚

城　西1
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50/1500/1200 個
200/2700/2400 個
216/3600/2688 本
30/730/1200 枚

住吉城東・城東小・城東中
（コミセン /小学校 /中学校）

3

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/400 個
150/600 個
168/672 本
55/430 枚

内　町
（コミセン /小学校）

12
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50/400 個
100/900 個
144/5520 本
25/2230 枚

新　町
（コミセン /小学校）

13

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/50/500/1200 個
200/500/900/2400 個
240/480/1104/2928 本
10/210/730/600 枚

東富田・西富田・富田小・富田中
（コミセン東 /コミセン西 /小学校 /中学校）

17

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/400 個
150/900 個
192/960 本
30/490 枚

沖　洲
（コミセン /小学校）

2

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

50/1600 個
50/2400 個
120/3600 本
20/730 枚

佐　古
（コミセン /小学校）

7

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

800個
1500個
1200本
730枚

福島小16
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50個
200個
120本
25枚

渭　東
（コミセン）

15
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

50個
200個
240本
65枚

渭　北
（コミセン）

14

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

1600個
3000個
2400本
900枚

徳島市立高校1110
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

800個
1400個
960本
430枚

助任小9

パ　ン
アルファ化米

保存水
毛　布

2000個
3600個
5280本
1330枚

千松小6
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

1200個
2100個
2448本
900枚

徳島中5
パ　ン

アルファ化米
保存水
毛　布

1600個
3300個
3936本
1930枚

津田小4

避難所を知ることは当たり前ですが、そこにある備蓄品（食料、機材など）を知ることも重要
だと東北で教わりました。あなたはあなたの避難所そしてそこにある備蓄品を知っていますか？
避難した後のことを考えるのも今後被災したときに生き残る知恵となります。

徳島大学附属病院

徳島県庁

徳島大学

あわとみだ駅

とくしま駅

56　らぱっと



絵
本
で
あ
っ
た
り
専
門
書
で
あ
っ
た
り…

人
に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
本
は
そ
の
人

に
と
っ
て
特
別
な
本
で
す
。
読
書
を
通
し
て
得
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
最
近
本
を
読
ん
で
い
な
い
方
、
読
書
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

「グリーンバード徳島」
2003 年に東京・原宿表参道にて「きれいな街は、人のこころも
きれいにする」をコンセプトに NPO 法人 greenbird が誕生。
徳島では昨年 7 月にチームが生まれた。“KEEP CLEAN. KEEP 
GREEN” を合言葉に、若者たちが中心となって県内を楽しく飛
び回る。毎週末に徳島駅や新町川沿いを中心におそうじ活動を
実施。活動場所は蔵本駅周辺などエリアを広げつつある。季節ご
とにその時期ならではのイベントおそうじ活動も取り入れている。

ボランティア体験

「ボランティアって何してるの？興味はあるけれど、何から始めたらいいか分からない…。」
そんな人たちに、初めて学外でのボランティア活動に参加した学生の声をお届けします。

今回紹介したイベント

Debut レポート

これまでのボランティアのイメージ「堅そう、とっつきにくい」
　徳島大学に入学する前は中高一貫校に通っており、当時は物理部に所属していました。物理部
ではパソコンのプログラミングやゲームコントローラーの作成などをしていました。その頃、ボラン
ティアには特に参加したことがなく、自分の中では漠然としたもので、とっつきにくく堅そうなイメー
ジでした。ボランティアってどんなものだろうという興味は少し抱いていました。

キャリアプランでのイベント紹介が出発点
　工学部・総合科学部１年の必修科目キャリアプランはほとんどの学生が知っていることでしょう。
この授業時間の最初に宣伝があったことを機に『まけまけいっぱい MATCHING２０１４』というイ
ベントを知りました。このイベントは、部活とは違ったかたちで、徳島県内でわくわくしながら活動
する学生の団体紹介を行うものです。受講者全員に配られたチラシは、おしゃれで魅力的に感じ、
ちょっと行ってみようかなという軽い気持ちで足を運びました。当日、会場の図書館には12団体の
先輩方がブースを構え、私たちを迎えてくれました。私は、らぱっと編集部・新町カウントダウン(ら
ぱっと vol.2 に掲載 )・グリーンバード徳島の 3 団体の話を聞きました。ゴミ拾いなら気軽に参加
できると思い、このイベントで出会ったグリーンバード徳島の活動に参加し始めました。

これからやってみたいこと
　グリーンバードの活動にこれからも参加していきたいです。4 月末のイベントで知った団体の人た
ちもグリーンバードのゴミ拾い活動によく参加していて、一緒にお話をさせていただく機会があり、
興味が前以上に湧いてきています。新町カウントダウンや佐那河内で活動するFroSt( フロスト ) な
どの活動にも今後ぜひ参加してみたいです。こうやって楽しい先輩たちに出会えて感謝しています。

また一方で個人的な夢として、大学生のうちに長期休暇を利用
して自転車の旅をしたいと思っています。周りの先輩方にも話を
伺いながら、近いうちに実現させたいです。

実際にグリーンバード徳島のゴミ拾い活動に参加して
　イベントに参加後の 5 月半ば頃、グリーンバード徳島のゴミ拾い活動に初めて参加しました。こ
の日は主要メンバーがあまり参加しておらず、1 年生が多く参加していました。会ってすぐに初対面
のメンバーと活動をしたので、最初はソワソワして、ぎこちない雰囲気もありました。運営の人たち
のおかげで場が和んでいき、自分も参加メンバーと徐々に打ち解けていくことができました。それか
ら、平日以外の活動日には毎回参加しています。主要メンバーが良い人たちばかりなので、いつも
活動が楽しみです。
　グリーンバード徳島の魅力は参加者とのコミュニケーションが生まれるところです。最近ではおそ
うじルート沿いのお店の宣伝なども取り入れていて、ゴミ拾いをしながら地域に関わっているという
のも素敵なことだと感じています。

工学部機械工学科１年

菊池 道裕さん
きく ち みち ひろ

あ
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る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
た
め
で
も
あ

る
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
さ
っ
き
笑

顔
っ
て
言
わ
れ
て
ま
し
た
け
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
と
、
さ
れ
た
側
は
笑
顔
に

な
っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
だ

け
で
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
批
判

し
て
る
人
は
、
勝
手
に
批
判
し
と
け
、
行
動

し
て
か
ら
言
え
っ
て
思
っ
て
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
己
犠
牲
と
言
わ
れ
ま

す
が
ど
う
思
い
ま
す
か
？

Ｎ…

僕
は
犠
牲
と
考
え
た
こ
と
が
な
く
て
、

そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
て
、
楽
し
め
ん
く
な
っ

た
ら
終
わ
り
や
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
自
分

を
犠
牲
に
し
て
っ
て
な
る
と
辛
い
と
思
う
ん

で
、
楽
し
む
こ
と
を
考
え
て
ま
す
。

Ｋ…

僕
は
、
勉
強
が
犠
牲
に
な
っ
て
る
部
分

が
あ
る
ん
ち
ゃ
う
か
と
今
思
っ
て
（
笑
）
で

も
や
っ
ぱ
り
、
選
択
し
と
ん
の
で
、
犠
牲
と

は
思
っ
て
な
い
で
す
け
ど
ね
。

被
災
地
な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
だ
け
で
も

い
い
と
い
う
こ
と
が
、
例
え
ば
貧
困
な
ど

で
亡
く
な
る
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
遠
い

国
の
知
ら
な
い
人
た
ち
だ
か
ら
し
ょ
う
が

な
い
と
感
じ
ま
す
か
？

Ｋ…

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
い
た
た
ま
れ
な
く

な
り
ま
す
け
ど
ね
。
知
っ
て
る
人
っ
て
な
っ

た
ら
何
か
す
る
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す

け
ど
ね
。
で
も
、
考
え
る
だ
け
で
止
ま
っ
て

る
の
は
、
独
り
よ
が
り
の
自
分
が
嫌
や
か
ら

こ
そ
か
も
し
れ
な
い
っ
て
、
今
思
い
ま
し
た

ね
。

Ｎ…

僕
は
海
外
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
っ
て

い
う
の
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
一
人

が
何
か
を
し
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
、
っ
て

Ｋ…
そ
う
で
す
ね
、
僕
も
似
た
よ
う
な
も
の

で
す
け
ど
、
さ
れ
る
人
も
す
る
側
も
、
ま
ぁ
、

簡
単
に
言
え
ば
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
素
敵
な
試

み
で
す
ね
（
笑
）

　私
は
こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

も
の
に
興
味
が
な
く
、
正
直
偽
善
で
し
ょ

（
笑
）
な
ん
て
思
っ
て
そ
う
い
っ
た
人
た
ち

を
見
て
い
た
。

　し
か
し
、
こ
の
対
談
を
聞
い
て
、
こ
ん
な

に
も
考
え
、
こ
ん
な
に
も
熱
い
思
い
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
い
い
な
、
と
純
粋

に
思
っ
た
。

　少
し
で
も
自
分
が
身
近
に
で
き
る
、
例
え

ば
献
血
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

ん
で…

。

Ｋ…

そ
う
で
す
ね
ぇ
。
僕
も
伝
え
る
こ
と
ぐ

ら
い
し
か
で
き
な
い
ん
で
ね
ぇ…

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ゴ
ー
ル
っ
て
何
だ
と
思

い
ま
す
か
？

Ｋ…

僕
は
、
全
員
ハ
ッ
ピ
ー
が
ゴ
ー
ル
か

な
っ
て
。
格
差
社
会
っ
て
い
う
の
は
ど
う
し

て
も
あ
る
ん
で
、
そ
の
人
な
り
の
ハ
ッ
ピ
ー

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
け
ど
ね
。
た
だ
、

戦
争
み
た
い
な
、
そ
れ
な
り
に
ハ
ッ
ピ
ー
に

暮
ら
し
と
っ
た
人
が
ア
ン
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る

出
来
事
は
減
ら
し
た
い
な
と
は
思
い
ま
す
け

ど
ね
。

Ｎ…

東
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
が
れ
き
撤

去
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
の
は
も
う
ほ
と
ん

ど
終
わ
っ
と
っ
て
、
あ
と
は
、
心
の
ケ
ア
の

よ
う
なsoft

の
部
分
を
ど
う
ケ
ア
し
て
い
く

か
っ
て
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
ま
す
ね
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
が
な
く
な
っ
た
ら
、
そ
れ

は
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
が
、
本
当
の
終
わ
り

は
な
い
ん
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
結
局
は
、

み
ん
な
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
か
ね
。

Ｋ…

国
際
協
力
の
敷
居
を
下
げ
る
と
い
う

か
、
例
え
ば
世
界
の
ど
こ
か
で
震
災
が
あ
っ

た
時
の
募
金
で
、
日
本
人
一
人
が
一
円
ず
つ

出
し
て
一
億
円
集
ま
る
社
会
づ
く
り
か
な
ぁ

と
。
そ
う
い
う
み
ん
な
の
意
識
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
ゴ
ー
ル
な
の
か
な
ぁ
と
。

お
二
人
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

Ｎ…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
と
思
っ
て
活
動
し

た
こ
と
が
な
い
で
す
け
ど
、
東
北
に
行
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
の
は
、
他
人
の
た
め
で

あ
っ
て
自
分
の
た
め
で
も
あ
る
、
っ
て
と
こ

ろ
で
す
ね
。

思
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
国

の
体
制
と
か
も
問
題
な
の
か
な
っ
て
。
こ
れ

は
難
し
い
な
っ
て
。
難
し
い
な
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
ん
が
情
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）

Ｋ…

そ
う
で
す
ね
。
お
金
で
言
う
た
ら
僕

め
っ
ち
ゃ
酒
好
き
や
し
、
酒
や
め
て
そ
の
分

回
し
た
ら
え
え
ん
や
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
け

ど
。
ま
ぁ
永
遠
の
課
題
で
す
よ
ね
。
け
ど
そ

れ
は
今
こ
の
場
で
突
き
つ
け
ら
れ
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
か…

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
（
笑
）

答
え
は
出
な
い
で
す
か
？

Ｋ…

む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
で
も
、
も
っ
と

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
真
剣
さ

は
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
。ど

こ
ま
で
相
手
を
理
解
で
き
る
か
、
ど
う

や
っ
た
ら
相
手
を
理
解
で
き
る
か
に
つ
い

て
、
東
北
と
海
外
に
行
か
れ
て
差
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｎ…

東
北
に
行
っ
た
ら
、
み
ん
な
笑
顔
で
、

逆
に
こ
ち
ら
が
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
す
ね
。

こ
こ
が
被
災
地
っ
て
い
う
の
を
忘
れ
さ
せ
る

く
ら
い
な
ん
で
、
む
し
ろ
今
ま
で
何
も
し
て

な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
い
と
思
う
ぐ
ら

い
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ｋ…

僕
は
行
っ
た
先
で
の
生
活
は
で
き
へ
ん

な
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
僕
が
唯
一

出
来
る
こ
と
は
、
現
地
の
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
に

乗
る
と
か
で
す
か
ね
。
近
づ
け
る
と
い
う
意

味
で
は
、
そ
の
行
動
な
の
か
な
と
思
っ
て
ま

す
。
取
っ
て
代
わ
れ
な
い
で
す
も
ん
ね
ぇ
。

Ｎ…

東
北
に
行
く
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
や
っ

ぱ
り
伝
え
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う

　学
内
向
け
情
報
誌
「
ら
ぱ
っ
と
」
が
お
届

け
す
る
熱
い
学
生
同
士
の
対
談
イ
ベ
ン
ト
こ

こ
に
開
催
!!

　こ
の
「
ら
ぱ
っ
と
ー
ー
く
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
何
か
し
ら
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
る
徳
大
生
同
士
に
対
談
し
て
も
ら
い
、

熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
も
ら
う
企
画
で

あ
る
。

　こ
れ
を
読
ん
だ
人
が
少
し
で
も
多
く
、
自

分
の
中
に
熱
い
何
か
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
れ
ば…

！

大
学
生
に
も
で
き
る
こ
と
、
経
験
を
通
し

て
自
分
た
ち
が
今
す
べ
き
こ
と
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

Ｎ…

東
北
の
被
災
者
の
方
は
忘
れ
ら
れ
る
こ

と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
、
今
で
き
る
こ
と
は

「
小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
か
ら
何
か
す
る
」。

旅
行
し
て
楽
し
い
っ
て
伝
え
る
と
か
、

Facebook

に
東
北
の
情
報
が
載
っ
て
い
た

ら
見
る
と
か
。
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｋ…

「
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
っ
て

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
僕
の
き
っ

か
け
で
、
少
し
の
事
で
も
や
っ
て
い
っ
た
方

が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
桶
屋
が
儲
か

る
っ
て
い
う
の
が
大
き
い
目
的
や
と
し
た

ら
、
風
ぐ
ら
い
吹
か
し
て
み
た
い
な
っ
て

思
っ
て
、
そ
こ
か
ら
こ
の
活
動
を
す
る
に

至
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
何
が
出
来
る
か
っ

て
い
う
の
は
、
綺
麗
事
で
す
け
ど
、
笑
顔
、

み
た
い
な
。
こ
れ
は
僕
が
好
き
な
テ
ー
マ
で
、

こ
れ
で
何
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
ま
す
。
自

分
が
す
べ
き
事
は
、
海
外
に
行
き
続
け
る
こ

と
と
か
、
僕
の
こ
の
夢
に
向
か
っ
て
の
気
持

ち
を
腐
ら
さ
ん
よ
う
に
す
る
こ
と
か
な
と

思
っ
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
色
ん
な
刺
激

を
も
ら
う
。
ま
ず
は
自
分
が
夢
を
追
っ
て
る

こ
と
を
忘
れ
へ
ん
こ
と
で
す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
な
考
え
で

行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｋ…

僕
は
、
自
己
満
で
い
い
と
思
っ
て
ま
す
。

で
も
、
社
会
人
に
な
っ
て
、
そ
う
い
う
の
を

仕
事
に
し
ま
す
っ
て
な
っ
た
ら
そ
う
は
言
え

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
ど
う
で
す
か
、
東
北
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
る
人
は
？

Ｎ…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
、
人
の
た
め
に
や

な
に
出
来
な
い
し…

っ
て
ビ
ビ
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
そ
れ
で
東
日
本
大

震
災
を
選
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
テ
レ
ビ
と

か
で
現
状
を
見
て
い
た
ら
い
て
も
た
っ
て
も

い
ら
れ
な
く
な
る
自
分
が
ど
っ
か
に
お
っ
た

か
ら
、
体
が
動
き
ま
し
た
。
き
っ
か
け
バ
ス

は
動
く
勇
気
を
引
き
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｋ…

僕
は
、
東
日
本
大
震
災
の
映
像
を
見
て
、

そ
こ
に
行
く
勇
気
は
無
か
っ
た
で
す
ね
。
で

も
、
海
外
に
は
好
き
で
行
っ
と
っ
た
か
ら
、

現
在
こ
う
い
う
活
動
を
身
近
で
し
て
い
る
っ

て
だ
け
で
、
僕
も
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
東
北

に
行
け
た
の
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ…

ど
う
し
て
一
人
で
海
外
に
行
く
ん
で
す

か
？

Ｋ…

自
分
は
旅
っ
て
言
い
た
い
か
ら
。
二
人

で
行
く
と
旅
行
に
な
る
と
思
っ
て
て
ね
。
お

互
い
が
妥
協
し
て
し
ま
う
し
、
新
し
い
出
会

い
が
向
こ
う
で
あ
る
か
ら
、
も
う
そ
れ
が
自

分
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
ね
。

Ｎ…

僕
は
、
一
人
で
行
け
た
ら
行
き
た
い
ん

で
す
け
ど
、ち
ょ
っ
と
勇
気
が
な
く
て
、き
っ

か
け
バ
ス
も
友
達
と
一
緒
に
応
募
し
て
、
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
、
友
達
と
一
緒
に
っ

て
感
じ
で
。
前
の
自
分
や
っ
た
ら
こ
う
い
う

こ
と
に
参
加
せ
ず
に
終
わ
っ
て
い
た
と
思
う

ん
で
す
け
ど
ね
。

Ｋ…
僕
も
、
旅
行
で
東
北
に
行
こ
う
か
な
と

思
っ
て
い
る
ん
や
け
ど
、
持
っ
て
い
く
と
良

い
物
と
か
あ
る
？

Ｎ…

何
か
持
っ
て
い
っ
た
ら
喜
ば
れ
る
と
は

思
う
ん
で
す
け
ど
、
別
に
持
っ
て
い
か
な
く

て
も
、
県
外
か
ら
来
た
と
か
、
旅
行
っ
て
だ

け
で
も
は
喜
ん
で
く
れ
る
ん
で
、
と
り
あ
え

ず
行
け
！
っ
て
感
じ
で
す
か
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

Ｋ…

僕
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
は
思
っ
て
い

な
い
ん
で
す
が
、
趣
味
が
海
外
一
人
旅
で
夢

が
国
際
協
力
で
、
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、た
だ
、夢
に
向
か
っ

て
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
ね
。

Ｎ…

ど
う
し
て
そ
の
夢
を
持
ち
始
め
た
ん
で

す
か
？

Ｋ…
テ
レ
ビ
で
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
っ

た
り
、
あ
る
中
学
校
の
教
科
書
で
そ
の
テ
ー

マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
り
し
て
、
そ
こ

か
ら
興
味
を
持
ち
始
め
て
。
こ
ん
な
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
し
た
！
っ
て
わ
け
で
は
な

か
っ
た
ね
。

Ｎ…

僕
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
興
味
が

あ
っ
た
け
ど
、
全
然
活
動
と
か
し
て
い
な
く

て
、
友
達
と
東
北
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
き
た

い
な
っ
て
話
は
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

き
っ
か
け
バ
ス
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出

会
い
、
そ
こ
で
東
北
に
行
っ
て
、
そ
の
現
状

を
知
っ
て
、
東
北
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、

そ
し
て
、
徳
島
が
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
徳

島
で
防
災
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
東
北
、
海
外
に
目
を
向
け
活
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

Ｎ…

僕
は
海
外
に
対
し
て
、
遠
い
し
、
旅
行

に
行
こ
う
と
も
思
わ
な
い
し
、
英
語
も
そ
ん
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る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
た
め
で
も
あ

る
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
さ
っ
き
笑

顔
っ
て
言
わ
れ
て
ま
し
た
け
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
と
、
さ
れ
た
側
は
笑
顔
に

な
っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
だ

け
で
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
批
判

し
て
る
人
は
、
勝
手
に
批
判
し
と
け
、
行
動

し
て
か
ら
言
え
っ
て
思
っ
て
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
己
犠
牲
と
言
わ
れ
ま

す
が
ど
う
思
い
ま
す
か
？

Ｎ…

僕
は
犠
牲
と
考
え
た
こ
と
が
な
く
て
、

そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
て
、
楽
し
め
ん
く
な
っ

た
ら
終
わ
り
や
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
自
分

を
犠
牲
に
し
て
っ
て
な
る
と
辛
い
と
思
う
ん

で
、
楽
し
む
こ
と
を
考
え
て
ま
す
。

Ｋ…

僕
は
、
勉
強
が
犠
牲
に
な
っ
て
る
部
分

が
あ
る
ん
ち
ゃ
う
か
と
今
思
っ
て
（
笑
）
で

も
や
っ
ぱ
り
、
選
択
し
と
ん
の
で
、
犠
牲
と

は
思
っ
て
な
い
で
す
け
ど
ね
。

被
災
地
な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
だ
け
で
も

い
い
と
い
う
こ
と
が
、
例
え
ば
貧
困
な
ど

で
亡
く
な
る
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
遠
い

国
の
知
ら
な
い
人
た
ち
だ
か
ら
し
ょ
う
が

な
い
と
感
じ
ま
す
か
？

Ｋ…

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
い
た
た
ま
れ
な
く

な
り
ま
す
け
ど
ね
。
知
っ
て
る
人
っ
て
な
っ

た
ら
何
か
す
る
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す

け
ど
ね
。
で
も
、
考
え
る
だ
け
で
止
ま
っ
て

る
の
は
、
独
り
よ
が
り
の
自
分
が
嫌
や
か
ら

こ
そ
か
も
し
れ
な
い
っ
て
、
今
思
い
ま
し
た

ね
。

Ｎ…

僕
は
海
外
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
っ
て

い
う
の
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
一
人

が
何
か
を
し
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
、
っ
て

Ｋ…

そ
う
で
す
ね
、
僕
も
似
た
よ
う
な
も
の

で
す
け
ど
、
さ
れ
る
人
も
す
る
側
も
、
ま
ぁ
、

簡
単
に
言
え
ば
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
素
敵
な
試

み
で
す
ね
（
笑
）

　私
は
こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

も
の
に
興
味
が
な
く
、
正
直
偽
善
で
し
ょ

（
笑
）
な
ん
て
思
っ
て
そ
う
い
っ
た
人
た
ち

を
見
て
い
た
。

　し
か
し
、
こ
の
対
談
を
聞
い
て
、
こ
ん
な

に
も
考
え
、
こ
ん
な
に
も
熱
い
思
い
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
い
い
な
、
と
純
粋

に
思
っ
た
。

　少
し
で
も
自
分
が
身
近
に
で
き
る
、
例
え

ば
献
血
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

ん
で…

。

Ｋ…

そ
う
で
す
ね
ぇ
。
僕
も
伝
え
る
こ
と
ぐ

ら
い
し
か
で
き
な
い
ん
で
ね
ぇ…

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ゴ
ー
ル
っ
て
何
だ
と
思

い
ま
す
か
？

Ｋ…

僕
は
、
全
員
ハ
ッ
ピ
ー
が
ゴ
ー
ル
か

な
っ
て
。
格
差
社
会
っ
て
い
う
の
は
ど
う
し

て
も
あ
る
ん
で
、
そ
の
人
な
り
の
ハ
ッ
ピ
ー

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
け
ど
ね
。
た
だ
、

戦
争
み
た
い
な
、
そ
れ
な
り
に
ハ
ッ
ピ
ー
に

暮
ら
し
と
っ
た
人
が
ア
ン
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る

出
来
事
は
減
ら
し
た
い
な
と
は
思
い
ま
す
け

ど
ね
。

Ｎ…

東
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
が
れ
き
撤

去
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
の
は
も
う
ほ
と
ん

ど
終
わ
っ
と
っ
て
、
あ
と
は
、
心
の
ケ
ア
の

よ
う
なsoft

の
部
分
を
ど
う
ケ
ア
し
て
い
く

か
っ
て
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
ま
す
ね
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
が
な
く
な
っ
た
ら
、
そ
れ

は
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
が
、
本
当
の
終
わ
り

は
な
い
ん
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
結
局
は
、

み
ん
な
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
か
ね
。

Ｋ…

国
際
協
力
の
敷
居
を
下
げ
る
と
い
う

か
、
例
え
ば
世
界
の
ど
こ
か
で
震
災
が
あ
っ

た
時
の
募
金
で
、
日
本
人
一
人
が
一
円
ず
つ

出
し
て
一
億
円
集
ま
る
社
会
づ
く
り
か
な
ぁ

と
。
そ
う
い
う
み
ん
な
の
意
識
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
ゴ
ー
ル
な
の
か
な
ぁ
と
。

お
二
人
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

Ｎ…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
と
思
っ
て
活
動
し

た
こ
と
が
な
い
で
す
け
ど
、
東
北
に
行
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
の
は
、
他
人
の
た
め
で

あ
っ
て
自
分
の
た
め
で
も
あ
る
、
っ
て
と
こ

ろ
で
す
ね
。

思
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
国

の
体
制
と
か
も
問
題
な
の
か
な
っ
て
。
こ
れ

は
難
し
い
な
っ
て
。
難
し
い
な
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
ん
が
情
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）

Ｋ…

そ
う
で
す
ね
。
お
金
で
言
う
た
ら
僕

め
っ
ち
ゃ
酒
好
き
や
し
、
酒
や
め
て
そ
の
分

回
し
た
ら
え
え
ん
や
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
け

ど
。
ま
ぁ
永
遠
の
課
題
で
す
よ
ね
。
け
ど
そ

れ
は
今
こ
の
場
で
突
き
つ
け
ら
れ
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
か…

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
（
笑
）

答
え
は
出
な
い
で
す
か
？

Ｋ…

む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
で
も
、
も
っ
と

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
真
剣
さ

は
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
。ど

こ
ま
で
相
手
を
理
解
で
き
る
か
、
ど
う

や
っ
た
ら
相
手
を
理
解
で
き
る
か
に
つ
い

て
、
東
北
と
海
外
に
行
か
れ
て
差
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｎ…

東
北
に
行
っ
た
ら
、
み
ん
な
笑
顔
で
、

逆
に
こ
ち
ら
が
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
す
ね
。

こ
こ
が
被
災
地
っ
て
い
う
の
を
忘
れ
さ
せ
る

く
ら
い
な
ん
で
、
む
し
ろ
今
ま
で
何
も
し
て

な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
い
と
思
う
ぐ
ら

い
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ｋ…

僕
は
行
っ
た
先
で
の
生
活
は
で
き
へ
ん

な
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
僕
が
唯
一

出
来
る
こ
と
は
、
現
地
の
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
に

乗
る
と
か
で
す
か
ね
。
近
づ
け
る
と
い
う
意

味
で
は
、
そ
の
行
動
な
の
か
な
と
思
っ
て
ま

す
。
取
っ
て
代
わ
れ
な
い
で
す
も
ん
ね
ぇ
。

Ｎ…

東
北
に
行
く
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
や
っ

ぱ
り
伝
え
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う

　学
内
向
け
情
報
誌
「
ら
ぱ
っ
と
」
が
お
届

け
す
る
熱
い
学
生
同
士
の
対
談
イ
ベ
ン
ト
こ

こ
に
開
催
!!

　こ
の
「
ら
ぱ
っ
と
ー
ー
く
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
何
か
し
ら
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
る
徳
大
生
同
士
に
対
談
し
て
も
ら
い
、

熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
も
ら
う
企
画
で

あ
る
。

　こ
れ
を
読
ん
だ
人
が
少
し
で
も
多
く
、
自

分
の
中
に
熱
い
何
か
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
れ
ば…

！

大
学
生
に
も
で
き
る
こ
と
、
経
験
を
通
し

て
自
分
た
ち
が
今
す
べ
き
こ
と
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

Ｎ…

東
北
の
被
災
者
の
方
は
忘
れ
ら
れ
る
こ

と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
、
今
で
き
る
こ
と
は

「
小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
か
ら
何
か
す
る
」。

旅
行
し
て
楽
し
い
っ
て
伝
え
る
と
か
、

Facebook

に
東
北
の
情
報
が
載
っ
て
い
た

ら
見
る
と
か
。
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｋ…

「
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
っ
て

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
が
僕
の
き
っ

か
け
で
、
少
し
の
事
で
も
や
っ
て
い
っ
た
方

が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
桶
屋
が
儲
か

る
っ
て
い
う
の
が
大
き
い
目
的
や
と
し
た

ら
、
風
ぐ
ら
い
吹
か
し
て
み
た
い
な
っ
て

思
っ
て
、
そ
こ
か
ら
こ
の
活
動
を
す
る
に

至
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
何
が
出
来
る
か
っ

て
い
う
の
は
、
綺
麗
事
で
す
け
ど
、
笑
顔
、

み
た
い
な
。
こ
れ
は
僕
が
好
き
な
テ
ー
マ
で
、

こ
れ
で
何
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
ま
す
。
自

分
が
す
べ
き
事
は
、
海
外
に
行
き
続
け
る
こ

と
と
か
、
僕
の
こ
の
夢
に
向
か
っ
て
の
気
持

ち
を
腐
ら
さ
ん
よ
う
に
す
る
こ
と
か
な
と

思
っ
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
色
ん
な
刺
激

を
も
ら
う
。
ま
ず
は
自
分
が
夢
を
追
っ
て
る

こ
と
を
忘
れ
へ
ん
こ
と
で
す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
な
考
え
で

行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｋ…

僕
は
、
自
己
満
で
い
い
と
思
っ
て
ま
す
。

で
も
、
社
会
人
に
な
っ
て
、
そ
う
い
う
の
を

仕
事
に
し
ま
す
っ
て
な
っ
た
ら
そ
う
は
言
え

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
ど
う
で
す
か
、
東
北
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
る
人
は
？

Ｎ…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
、
人
の
た
め
に
や

な
に
出
来
な
い
し…

っ
て
ビ
ビ
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
そ
れ
で
東
日
本
大

震
災
を
選
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
テ
レ
ビ
と

か
で
現
状
を
見
て
い
た
ら
い
て
も
た
っ
て
も

い
ら
れ
な
く
な
る
自
分
が
ど
っ
か
に
お
っ
た

か
ら
、
体
が
動
き
ま
し
た
。
き
っ
か
け
バ
ス

は
動
く
勇
気
を
引
き
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｋ…

僕
は
、
東
日
本
大
震
災
の
映
像
を
見
て
、

そ
こ
に
行
く
勇
気
は
無
か
っ
た
で
す
ね
。
で

も
、
海
外
に
は
好
き
で
行
っ
と
っ
た
か
ら
、

現
在
こ
う
い
う
活
動
を
身
近
で
し
て
い
る
っ

て
だ
け
で
、
僕
も
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
東
北

に
行
け
た
の
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ…

ど
う
し
て
一
人
で
海
外
に
行
く
ん
で
す

か
？

Ｋ…

自
分
は
旅
っ
て
言
い
た
い
か
ら
。
二
人

で
行
く
と
旅
行
に
な
る
と
思
っ
て
て
ね
。
お

互
い
が
妥
協
し
て
し
ま
う
し
、
新
し
い
出
会

い
が
向
こ
う
で
あ
る
か
ら
、
も
う
そ
れ
が
自

分
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
ね
。

Ｎ…

僕
は
、
一
人
で
行
け
た
ら
行
き
た
い
ん

で
す
け
ど
、ち
ょ
っ
と
勇
気
が
な
く
て
、き
っ

か
け
バ
ス
も
友
達
と
一
緒
に
応
募
し
て
、
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
、
友
達
と
一
緒
に
っ

て
感
じ
で
。
前
の
自
分
や
っ
た
ら
こ
う
い
う

こ
と
に
参
加
せ
ず
に
終
わ
っ
て
い
た
と
思
う

ん
で
す
け
ど
ね
。

Ｋ…

僕
も
、
旅
行
で
東
北
に
行
こ
う
か
な
と

思
っ
て
い
る
ん
や
け
ど
、
持
っ
て
い
く
と
良

い
物
と
か
あ
る
？

Ｎ…

何
か
持
っ
て
い
っ
た
ら
喜
ば
れ
る
と
は

思
う
ん
で
す
け
ど
、
別
に
持
っ
て
い
か
な
く

て
も
、
県
外
か
ら
来
た
と
か
、
旅
行
っ
て
だ

け
で
も
は
喜
ん
で
く
れ
る
ん
で
、
と
り
あ
え

ず
行
け
！
っ
て
感
じ
で
す
か
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

Ｋ…

僕
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
は
思
っ
て
い

な
い
ん
で
す
が
、
趣
味
が
海
外
一
人
旅
で
夢

が
国
際
協
力
で
、
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、た
だ
、夢
に
向
か
っ

て
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
ね
。

Ｎ…

ど
う
し
て
そ
の
夢
を
持
ち
始
め
た
ん
で

す
か
？

Ｋ…

テ
レ
ビ
で
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
っ

た
り
、
あ
る
中
学
校
の
教
科
書
で
そ
の
テ
ー

マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
り
し
て
、
そ
こ

か
ら
興
味
を
持
ち
始
め
て
。
こ
ん
な
大
き
な

経
験
が
あ
り
ま
し
た
！
っ
て
わ
け
で
は
な

か
っ
た
ね
。

Ｎ…

僕
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
興
味
が

あ
っ
た
け
ど
、
全
然
活
動
と
か
し
て
い
な
く

て
、
友
達
と
東
北
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
き
た

い
な
っ
て
話
は
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

き
っ
か
け
バ
ス
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出

会
い
、
そ
こ
で
東
北
に
行
っ
て
、
そ
の
現
状

を
知
っ
て
、
東
北
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、

そ
し
て
、
徳
島
が
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
徳

島
で
防
災
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
東
北
、
海
外
に
目
を
向
け
活
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

Ｎ…

僕
は
海
外
に
対
し
て
、
遠
い
し
、
旅
行

に
行
こ
う
と
も
思
わ
な
い
し
、
英
語
も
そ
ん

長尾 亮太
徳島大学総合科学部 3 年、きっかけバス二期代
表（５月～）
徳島での防災意識の向上と、東北の復興支援を
主な活動とする。（以下N）

金子 正憲
徳島大学医学科 6年、TICO YOUTH元代表
気軽なとこから国際協力を始めて、徳島から国
際協力を発信できる場にしたいと考えている。
（以下K）
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防災の日

①③
②④

「
防
災
の
日
」

っ
て
知
っ
て
る
？

え
っ
と…

…

マ
メ
チ
シ
キ
！

避
難
訓
練

　
　す
る
日…

だ
よ
ね
？

そ
う
！

九
月
一
日
は
防
災
の
日
と
言
っ
て
、

一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
起
こ
っ
た

関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で

い
る
ん
だ
よ
!!

こ
の
日
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で

全
国
各
地
で
防
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特集

Facebookページ
らぱっと公式

らぱっとの Facebook ページ「ぱぱっとら
ぱっと」では、大学生の課外活動に関連す
るイベントを「ぱぱっと」配信していきます♪
「ぱぱっとらぱっと」は各団体の方にも更新し
ていただきたいです。投稿してほしい内容等
ありましたら連絡ください！

いいね！みなさま、
お願いします (^o^)

検索お願いします！

＜発　　行＞らぱっと編集部　＜発行年月＞2015年 1月
＜編　　集＞編集長：コーイチ、副編集長：こうめい
表紙：コーイチ　特集：きかっけバス一同
徳大生紹介：ペケ　ボランティア体験：とんちゃん
徳大生の声：りんさや　らぱっとーーく!!：コーイチ
キャンパスライフ漫画：りこぴん
ぱぱっとらぱっと：さとじゅん
サポーター：ひろし


